
２００９年５月２５日
２００８年度アルミ缶リサイクル活動実績
　昭和電工株式会社（社長：高橋 恭平　以下、昭和電工）は、ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動の一環として、当社グループや協力企業の従業員によるアルミ缶のリサイクル活動を
２００１年度より展開しています。２００８年度（２００８年４月～２００９年３月）のリサイクル活動によるアルミ缶の回収数量は７１６万缶となり、重量としては約１１６トン*に相当します。
(*)１缶=１６.２グラムで換算
このリサイクル活動は、旧昭和アルミニウム株式会社（以下、昭和アルミニウム）が１９９０年から開始したもので、２００１年の昭和電工と昭和アルミニウムの合併を機に、国内の昭和電工グループを中心に活動規模を拡大しています。当活動への参加人数は２００８年末時点で７３２０人に達し、参加率についても９４.２％と昨年末の９０.９％を大きく上回り、当社グループの社会貢献活動のひとつとして社員一人ひとりに定着しています。

回収したアルミ缶は当社が買い取り、リサイクル原料として使用します。また、本リサイクル活動による収益金を各地域の社会福祉協議会への寄付や歳末助け合い募金、障害者サークルの活動などに活用することにより、地域社会に貢献する取り組みとなっています。
アルミ缶リサイクルにより、原料鉱石からアルミニウムを製造する場合に比較し、９７％もの電力を節約することができます。また、限りある資源である原料鉱石の消費を抑えると共に、廃棄物を削減し、循環型社会の実現に貢献いたします。
　当社は、企業価値を高め、あらゆるステークホルダーの皆様の期待に応えるとともに、“社会貢献企業”の実現を目指し、ＣＳＲを企業活動の根幹においた経営を進めています。地球環境に対する負荷の低減に向け、リチウムイオン電池用負極材などのエコカー向け素材や超高輝度ＬＥＤ、ＳｉＣパワーデバイスなど省エネルギーに貢献する部材、燃料電池用白金代替触媒、プラスチックケミカルリサイクルといった省資源・リサイクルに寄与する材料・技術の開発・ご提供を進めてまいります。
以上

· お問合せ先：IR・広報室

０３－５４７０－３２３５
【収益金を寄付　2009年2月12日】

左：港区社会福祉協議会 高島事務局長、右：当社 井本代表取締役専務執行役員
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【2009年度　アルミ缶回収活動ポスター】
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